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H28 年度総会資料                           H28 年 5 月 25 日 

 

平成２８年度 東京都ロボット研究会 事業計画 

 

１．研究会基本方針   ⇒スローガン「ロボットの事業化を目指す」 

               会員間の相互交流の推進。 

 

１）今年度は「ロボットの事業化第２年度」と位置づけ、会員企業同士の交流を 

深めて、ロボットの開発、事業化に資する場を提供することを目標とする。 

  その為に、会員の希望を伺いながら、情報提供、交流、アイデア議論、パート 

ナー作りの活動を推進する。 

 

２）２０２０年ロボットプロジェクトの実現に向けて、案内・介護・点検・産業用 

支援ロボットの事業化を推進する為、都産技研ロボット事業推進部との連携を 

支援する。 

 

３）各地域のロボット研究会と連携して、情報収集するとともに、連携策を検討する。 

 

   

２．研究・活動のテーマ    

（１）会員企業の相互交流の推進 

 例会において、会員企業の事業と得意分野を紹介頂き、相互交流を推進する。 

 

（２）２０２０年おもてなしロボットプロジェクト 

   都産技研が推進中の「東京都ロボット産業活性化事業」のＨ２８年度公募への 

対応を支援する。説明会情報の提供、問い合わせ先の仲介など。 

 

（３）ロボット開発技術、安全技術関連情報の紹介 

   ロボット開発、組込みシステム技術、安全技術、他 

 

（４）地域ロボット研究会との交流 

①首都圏のロボット研究会（さがみロボット特区、埼玉県ロボットニーズ研究会） 

情報の提供 

②地域ロボット研究会（例えば京都ロボット研究会）との交流 

   

 

 

 

 



 2

３． 体 制 

（１）研究会の組織図              

 

 

 

 

 

 

 

 

   ★研究会世話役： 都産技研・ロボット事業化推進グループ 

      

（２）平成 28 年度の役員 

  ・平成 28 年度の理事名簿・業務分担 

    会長  株式会社システムクラフト      谷津 明 

    副会長 サンリツオートメイション株式会社  高倉広義 

    理事  株式会社サーフ・エンジニアリング  根本秀幸 

理事  Vital Lab 株式会社         渡辺さだお 

    理事（会計担当） 株式会社システムクラフト 曽我部正躬 

理事（事務局長） 株式会社サイメイ     小野義樹 

監査役 株式会社テクノロード        杉浦 登 

 

（３）研究会の会員種類  

   法人会員 A： 中小企業  

   法人会員 S： 大企業 

   個人会員 ：個人会員及ならびに企業 OB 

   学術会員 ：ロボット研究に携わる研究者・研究室、法律等の専門的知識と 

経験を有する有識者等 

   特別会員 ：自治体、特殊法人、公設研究機関、各自治体のロボット関連協議会 

    ※1-5 人程度の小規模中小企業は、個人会員として申告可能（役員会審議事項） 

 

（４）研究会の会員数 （会費納入予定会員数）  

  ・平成 23 年度： 計 19（法人会員 8、個人会員 11） 

  ・平成 24 年度： 計 25（法人会員 A 11、法人会員 B 10、個人会員 4） 

  ・平成 25 年度： 計 27（法人会員 A 11、法人会員 B 12、個人会員 4） 

  ・平成 26 年度： 計 36（法人会員 A 16、法人会員 B 15、個人会員 5） 

  ・平成 27 年度： 計 53（法人会員 A 31、法人会員 S 6、個人会員 10、学術・

特別会員 6） 

  ・平成 28 年度  計 56（法人会員 A  35、法人会員 S  6、個人会員   9、学術・

特別会員  6） 

・・

総会 

役員会 事務局 

 

監査役 

例会 ＷＧ－１ ＷＧ－ｎ ・・
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４． 研究会スケジュール 

（１）研究会スケジュールの原則 

  ・研究会の役員会、例会は 1 回／3 ヵ月開催（年間計 3 回）とし、第一水曜日開催 

を原則とする。 

  ・隔月の例会とは別に、見学会、展示会などを臨時開催出来ることとする。 

ただし、会員メリットが大きいものに絞って開催する。 

  ・例会では、会員企業紹介、技術・製品紹介、アイデア議論、見学会などを行うこ

ととし、具体的なテーマは例会企画者が検討する。 

・ＷＧは、自主的な活動を前提として、立ち上げを支援する。 

 

（２）活動スケジュール（予定） 

＜役員会・例会＞ 

  ①5 月 25 日（水）総会 ：企画・推進は役員会と事務局 

  第一部 記念講演：三井住友海上火災株式会社 

           北河 博康（きたがわひろやす）様 

      第二部 都産技研：「H28 年度東京都ロボット産業活性化事業」紹介他 

  

②7 月 6 日（水）   新入会員紹介、既存会員紹介（相互交流向け） 

 

  ③10 月未定日    Japan Robot Week2016（10/19～21）に合わせて開催  

 

④1 月未定日     地方研究会の紹介 

   

 

＜見学会、展示会＞ 

 研究会のＰＲならびに新規会員獲得を目的として、展示会への参加を検討する。 

 都産技研、各自治体との合同展示を目標とする（集客の相乗効果、費用の削減）。 

   ☆2016 年 6 月 ミュンヘン AUTOMATICA 
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５．平成 28 年度予算（案）  

 

   収入の部      

項目 27 年度実績 28 年度予算 比較増減 備考（予算内訳） 

繰越金 \431,813 \804,208 \372,395  

会費収入 \900,000 \970,000 \70,000 ①個人：9人＝9万円 

②法人 A：35 社＝70 万円 

③法人 S：6社＝ 18 万円 

講演会 

参加料 

0 

\26,000 

 -\26,000  

利子 \82  -\82  

合計 \1,357,89

5 

\1,774,208 \416,313  

  

 

支出の部 

項目 27 年 度 実

績 

28 年度予算 比較増減 備考（予算内訳） 

講師謝礼 \60,000 \60,000 0 3 万円 x2 回 

HP 構築費 0 \700,000 \700,000 会員相互交流サイト構築 

HP 維持費 \17,280 

\27,000 

\64,800 \20,520 ＠5,400ｘ12 ヶ月 

（まつもとや） 

サーバ費 0 0 0  

銀行口座 

維持費 

\25,920 \25,920 0 ＠2,160x12 ヶ月 

事務委託費 \250,000 \250,000 0 事務局委託費 

総会・例会費 \100,000 \100,000 0 総会懇親会補助 

資料印刷費 \27,493 \50,000 \22,507  

一般事務費 \5,810 \10,000 \4,190  

予備費 \40,184 \213,488 \173,304 展示会経費補助その他補助

費 

小計 \553,687 \1474,208 \920,521  

繰越金 \804,208 \300,000 -\504,208  

合 計 \1,357,895 \1,774,208 \416,313  

 


